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米
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定
50
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年
記
念
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卓
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日
本
側

●
議
長 

伊
藤　

憲
一 

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長

●
パ
ネ
リ
ス
ト

浅
尾
慶
一
郎 

衆
議
院
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

小
池
百
合
子 

元
防
衛
大
臣
（
自
由
民
主
党
）

国
分　

良
成 

慶
應
義
塾
大
学
教
授

櫻
井
よ
し
こ 

国
家
基
本
問
題
研
究
所
理
事
長

添
谷　

芳
秀 

慶
應
義
塾
大
学
教
授

田
久
保
忠
衛 

杏
林
大
学
名
誉
教
授

長
島　

昭
久 

防
衛
大
臣
政
務
官
（
民
主
党
）

西
原　
　

正 

平
和
・
安
全
保
障
研
究
所
理
事
長

半
田　

晴
久 

世
界
開
発
協
力
機
構
総
裁

広
中
和
歌
子 

参
議
院
議
員
（
民
主
党
）

孫
崎　
　

享 

元
防
衛
大
学
校
教
授

村
田　

晃
嗣 

同
志
社
大
学
教
授

森
本　
　

敏 

拓
殖
大
学
教
授

渡
邉　

昭
夫 

青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授

 

米
国
側

●
議
長

ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ワ
ブ 

全
米
外
交
政
策
委
員
会
理
事
長

●
パ
ネ
リ
ス
ト

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

ラ
ル
フ
・
コ
ッ
サ 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
理
事
長

ロ
バ
ー
ト
・
デ
ュ
ジ
ャ
リ
ッ
ク 

テ
ン
プ
ル
大
学
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
長

ニ
コ
ラ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト 

ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
名
誉
理
事
長

グ
リ
ア
・
プ
リ
チ
ェ
ッ
ト 

全
米
外
交
政
策
委
員
会
研
究
主
幹

エ
ヴ
ァ
ン
ス
・
リ
ヴ
ィ
ア 

米
元
筆
頭
国
務
副
次
官
補

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ「
日
米
同
盟
と
中

国
の
台
頭
」で
は
、日
本
側
か
ら「
中

国
は
米
国
中
心
の
国
際
秩
序
に『
責

任
あ
る
大
国
』
と
し
て
関
与
し
つ

つ
、
同
時
に
そ
の
修
正
も
目
指
す

と
の
基
本
方
針
を
定
め
た
よ
う
に

見
え
る
」、
米
国
側
か
ら
「
中
国
の

台
頭
そ
れ
自
体
が
国
際
秩
序
の
現

状
変
更
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
時
に
、
日
米
と
も
に
相
手

の
外
交
政
策
を
当
然
視
で
き
な
く

な
っ
て
来
つ
つ
あ
る
こ
と
が
問
題

だ
」
と
の
基
調
報
告
が
な
さ
れ
、

議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

日
本
側
か
ら
は
「
中
国
の
軍
拡

と
第
二
列
島
線
を
越
え
て
の
東
シ

ナ
海
か
ら
太
平
洋
へ
の
進
出
は
、

脅
威
で
あ
り
、
日
米
は
共
同
で
対

処
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、同
時
に
、「
中

国
は
国
内
に
格
差
拡
大
な
ど
の
不

安
定
要
因
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の

『
脅
威
』
を
過
大
視
す
べ
き
で
な

い
」、「
中
国
の
狙
い
は
米
国
で
あ
っ

て
、
日
本
で
は
な
い
。
米
国
は
い

ず
れ
中
国
と
取
り
引
き
し
、
日
本

は
見
捨
て
ら
れ
る
。
日
本
は
そ
の

前
に
中
国
と
相
互
依
存
関
係
を
築

く
べ
し
」
な
ど
の
異
論
も
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

他
方
、
米
国
側
か
ら
は
「
米
国

の
主
流
は
、
中
国
を
脅
威
と
は
見

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
日
米
同
盟

は
東
ア
ジ
ア
の
安
定
に
ハ
ー
ド
・

パ
ワ
ー
の
均
衡
を
提
供
し
て
き
た

が
、こ
れ
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
文
脈
で
感
染
症
、
気
候

変
動
、
テ
ロ
、
大
量
破
壊
兵
器
拡

散
な
ど
と
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」、「
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

提
言
『
積
極
的
平
和
主
義
と
日
米

同
盟
の
あ
り
方
』
を
熟
読
し
た
が
、

そ
の
第
六
提
言
、
つ
ま
り
『
日
米

の
対
中
戦
略
協
調
を
強
化
・
発
展

さ
せ
よ
』
に
賛
成
だ
」
な
ど
の
発

言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
国
側
の
基
本
的
立
場
は
、
中

国
の
台
頭
に
つ
い
て
、
一
方
で
、

国
際
秩
序
に
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
と
し

て
関
与
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
）
さ
せ
つ

つ
も
、
他
方
で
、
そ
の
軍
事
的
膨

張
の
可
能
性
に
対
し
て
は
保
険

（
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
）
を
か
け
る
、
と
い

う
も
の
の
よ
う
で
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
の
た
め
の
日

米
同
盟
の
役
割
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
日
米
間
に
は
微
妙
な
違
和

感
が
あ
る
よ
う
に
（
こ
れ
は
伊
藤

個
人
の
受
け
止
め
方
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）、
思
わ
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、日
本
が
口
で
は「
対

等
な
日
米
関
係
」
と
言
い
つ
つ
も
、

行
動
と
な
る
と
腰
が
引
け
て
い
て
、

防
衛
力
強
化
の
努
力
も
、
自
ら
は

避
け
、
米
国
側
に
の
み
期
待
す
る

傾
向
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
「
日
米
円
卓
会
議
」
の
前
日
五
月

二
十
三
日
に
、
鳩
山
首
相
（
当
時
。

以
下
同
じ
）
は
沖
縄
を
訪
ね
て
、

普
天
間
基
地
移
設
問
題
に
つ
い
て

「
辺
野
古
移
転
」
と
い
う
現
行
日
米

合
意
案
へ
の
回
帰
を
明
言
し
ま
し

た
が
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る

「
日
米
円
卓
会
議
」
の
反
応
は
冷
や

や
か
で
し
た
。
日
米
双
方
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
「
遅
す
ぎ
た
。
ま
た
言

葉
だ
け
で
、
実
行
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
反
応
で
し
た
。
日

米
同
盟
の
重
要
性
が
改
め
て
問
わ

れ
て
い
る
と
き
に
、
同
盟
の
必
要

と
す
る
相
互
信
頼
や
意
思
疎
通
が

い
か
に
不
足
し
て
い
る
か
を
、
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
く
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ「
変
化
す

る
世
界
に
お
け
る
日
米
同
盟
」
で

は
、
ま
ず
米
国
側
か
ら
「
鳩
山
首

相
は
『
友
愛
の
海
』
を
説
く
が
、

現
実
に
は
北
朝
鮮
は
韓
国
の
哨
戒

艦
を
撃
沈
し
た
。
日
本
も
い
つ
攻

撃
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
日

米
両
国
は
、
世
界
の
な
か
で
行
動

す
る
共
通
の
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
日
本
側

か
ら
「
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

提
起
す
る
『
積
極
的
平
和
主
義
』

の
観
点
か
ら
、
日
本
は
、
自
主
的

な
防
衛
努
力
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
国
際
的
な
平
和
の
維
持
に
貢

献
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
基
調
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
私
か
ら
日
本
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
言
「
積
極
的
平

和
主
義
と
日
米
同
盟
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、「
こ
の
五
十
年
間
の
世

界
の
最
重
要
な
変
化
は
、
東
西
冷

戦
が
終
わ
り
、『
不
戦
共
同
体
』
の

形
成
が
始
ま
っ
た
こ
と
だ
。『
勢
力

均
衡
の
時
代
』
か
ら
『
集
団
安
全

保
障
の
時
代
』
へ
の
移
行
と
言
っ

て
も
よ
い
。
日
米
同
盟
は
、
日
本

を
守
り
、
地
域
の
公
共
財
と
な
る

だ
け
で
な
く
、
世
界
全
体
の
平
和

（
す
な
わ
ち
『
不
戦
秩
序
』）
の
維

持
に
も
貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
、日
本
が
こ
れ
ま
で
の
『
吉

田
ド
ク
ト
リ
ン
』（
消
極
的
平
和
主

義
）
を
卒
業
し
て
、『
積
極
的
平
和

主
義
』
の
旗
を
掲
げ
る
と
い
う
こ

と
だ
」
と
の
補
足
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
ま
ず
日
本

側
か
ら
「
日
米
同
盟
の
議
論
は
、

個
別
の
基
地
の
問
題
か
ら
で
は
な

く
、
世
界
戦
略
の
問
題
か
ら
入
る

べ
き
で
あ
っ
た
」、「
日
米
安
保
条

約
は
機
能
し
な
い
と
い
う
認
識
か

ら
、
米
国
の
対
日
パ
ー
セ
プ
シ
ョ

ン
に
変
化
が
出
始
め
て
い
る
」、「
同

盟
義
務
の
履
行
と
い
う
意
味
で
は
、

日
米
同
盟
は
ま
だ
一
度
も
試
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
同
盟
だ
。
そ
の
こ

と
を
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
」、「
問

わ
れ
て
い
る
の
は
日
本
自
身
で
あ

り
、そ
の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
だ
」、

「
日
本
の
内
向
き
姿
勢
が
問
題
だ
。

自
衛
隊
は
『
危
険
の
な
い
と
こ
ろ

に
し
か
行
か
な
い
』
で
よ
い
の
か
。

憲
法
問
題
ま
で
遡
っ
て
、
日
本
と

い
う
国
の
あ
り
方
を
議
論
す
べ
き

だ
」
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　

米
国
側
か
ら
は「
米
国
人
に
と
っ

て
『
平
和
主
義
者
（pacifist

）』

と
い
う
言
葉
に
は
『
兵
役
拒
否
』

な
ど
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
つ
き
ま
と

う
た
め
、
当
初
誤
解
し
て
い
た
が
、

『
消
極
的
平
和
主
義
者
』
か
ら
区
別

さ
れ
る
『
積
極
的
平
和
主
義
者
』

な
ら
理
解
で
き
る
。
日
米
同
盟
の

理
念
と
し
て
異
論
は
な
い
」、「
今

回
の
普
天
間
基
地
移
設
問
題
は
、

日
米
間
の
対
話
の
不
足
を
露
呈
し

た
。
日
本
人
の
本
音
を
知
り
た
い
。

米
国
人
の
本
音
を
言
え
ば
、
米
国

に
と
っ
て
、
中
国
と
の
関
係
で
は
、

『
対
話
』
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
。

ま
た
、
日
本
の
軍
事
大
国
化
を
望

む
米
国
人
は
い
な
い
」、「
中
国
を

『
脅
威
』
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
中
国
は
『
脅
威
』
だ
か

ら
だ
」
な
ど
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
長
を
務
め
た
私
の
感
想
を
最

後
に
一
言
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
疑
い
も
な
く
、
日
米
同
盟
は

五
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
い
ま
最

大
の
試
練
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

日
米
同
盟
が
必
要
で
あ
り
、
重
要

で
あ
る
と
い
う
認
識
に
お
い
て
は
、

日
米
双
方
の
だ
れ
に
も
異
論
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
同
盟
を
こ

れ
以
上
現
実
問
題
と
し
て
運
営
し

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
と

違
っ
て
、
そ
の
目
的
・
戦
略
を
日

米
の
両
政
府
・
両
国
民
が
明
快
に

共
有
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

鳩
山
首
相
の
迷
走
は
、
そ
の
よ

う
な
目
的
意
識
と
戦
略
思
想
が
日

本
側
に
お
い
て
欠
落
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
日
本
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
言
『
積
極
的

平
和
主
義
と
日
米
同
盟
の
あ
り
方
』

に
、
日
米
双
方
の
出
席
者
か
ら
基

本
的
な
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
意
味

で
一
つ
の
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
最
後
ま
で
お
読
み

い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
て
、
以
上
を
「
日
米
円
卓
会
議
」

の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
在
、
伊
藤
憲
一
）

50
周
年
を
迎
え
る
日
米
同
盟
／
岐
路
か
、継
続
か

（
五
十
音
順
）

伊藤  憲一
日本国際フォーラム理事長

日
米
同
盟
と
中
国
の
台
頭

変
化
す
る
世
界
に
お
け
る
日
米
同
盟

 

さ
る
五
月
二
十
四
日
、東
京
に
お
い
て
、日
本
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
）と
全
米
外
交
政
策
委
員
会

（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｐ
）の
共
催
す
る「
日
米
安
保
条
約
改
定

五
十
周
年
を
記
念
す
る
円
卓
会
議
」が
、下
記
名
簿
記

載
の
米
国
側
七
名
、日
本
側
十
五
名
の
論
客
を
集
め

て
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
五
十
年
間
に
世
界
と
こ

の
地
域
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。ま
た
、そ
の
変

化
の
な
か
で
今
後
の
日
米
同
盟
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。そ
れ
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

今
回
の「
円
卓
会
議
」は
、セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ「
日
米
同
盟
と
中
国
の
台
頭
」と
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ「
変
化

す
る
世
界
に
お
け
る
日
米
同
盟
」か
ら
構
成
さ
れ
、日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
の
伊
藤
憲
一
と

全
米
外
交
政
策
委
員
会
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ワ
ブ
理
事
長
が
共
同
議
長
を
務
め
ま
し
た
。日
米
両
国

と
も
、近
年
中
国
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、日
米
間
の
対
話
や
意
思
疎
通
は
む
し
ろ
空
洞
化
し

て
い
る
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の
六
月
二
十
三
日
と
い
う
特
別
な
日（
五
十
年
前

の
こ
の
日
に
、日
米
安
保
条
約
の
改
定
が
発
効
し
ま
し
た
）に
、こ
の「
円
卓
会
議
」の
成
果
を
ご
報

告
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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